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会議次第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

 南区長あいさつ 

南区副区長あいさつ 

３ 自己紹介 

４ 議 題 

（１） 令和４年度の大野南地区まちづくり会議について 

ア 大野南地区まちづくり会議について 

イ 令和３年度 大野南地区まちづくり会議 活動報告について 

ウ 令和４年度地域活性化事業交付金について 

エ 大野南地区地域ケア会議地域づくり部会の活動報告について 

（２） 役員の改選について 

（３） 相模原市南区区民会議委員の推薦について 

（４） 令和４年度まちづくり会議の開催日程について 

（５） 大野南地区まちづくりを考える懇談会実施の要否について 

（６） 各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

（７） その他 

 



経  過 

主な内容は次のとおり。 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

  南区長あいさつ 

  南区副区長あいさつ 

 

３ 自己紹介 

 

４ 議 題 

（１） 令和４年度の大野南地区まちづくり会議について 

ア 大野南地区まちづくり会議について 

資料 1のとおり、事務局より説明を行った。 

《主な意見・質疑等》 

特になし 

 

イ 令和３年度 大野南地区まちづくり会議 活動報告について 

資料２のとおり、事務局より説明を行った。 

《主な意見・質疑等》 

  特になし 

 

ウ 令和４年度地域活性化事業交付金について 

資料３のとおり、事務局より説明を行った。 

《主な意見・質疑等》 

【大野南地区自治会連合会 大木委員】 

  ・PTA も対象団体となるのか。 

  【事務局】 

  ・資料のとおり、交付金の趣旨に合致する事業を行う５人以上の構成員で組織さ

れる団体であれば対象団体となり得るため、何か実施したい事業があれば、ま

ちづくりセンターに相談していただきたい。 

 

エ 大野南地区地域ケア会議地域づくり部会の活動報告について 

別紙のとおり、会長よりより説明を行った。 

《主な意見・質疑等》 

  特になし 



（２） 役員の改選について 

資料４及び大野南地区まちづくり会議会則に基づき、事務局から説明を行い、令

和４年度役員が次のとおり選出・承認された。 

 

 役職 氏名 団体名 選出区分 

会長 大木 恵 大野南地区自治会連合会 自治会 

副会長 有泉 健一 大野南地区自治会連合会 自治会 

副会長 田中 宜行 大野南地域包括支援センター 保健・福祉・医療 

副会長 速水 俊裕 学校法人相模女子大学 教育・文化 

副会長 河内 文雄 女子大通り商工振興会 産業・経済 

 

（３） 相模原市南区区民会議委員の推薦について 

資料５のとおり、事務局より説明を行った。 

例年、まちづくり会議会長が委員として推薦されている。 

 《主な意見・質疑等》 

  特になし 

 《結果》 

  大木委員が選出された。 

 

（４） 令和４年度まちづくり会議の開催日程について 

資料６のとおり、事務局より説明を行った。 

《主な意見・質疑等》 

特になし 

 

（５） 大野南地区まちづくりを考える懇談会実施の要否について 

  大木会長から役員会で検討した結果、今年度は開催しない旨の説明を行った。 

《主な意見・質疑等》 

【大野南公民館 中村委員】 

 〇開催しない結論となった理由はなにか。 

【大野南地区自治会連合会 大木委員】 

 〇新型コロナウィルス感染症の影響により、昨年度にほとんど会議を開催できて

いない状況であり、会議日程から考えると、本日、懇談会のテーマ決めなけれ

ばならないなどのスケジュールが非常に厳しい状況にある。 

また、地域課題としては、旧伊勢丹相模原店の跡地問題があるが、野村不動産

㈱は、できる限り地域の意見は聞いていきたいと回答をいただいているところ

であり、また、市も、都市整備課が毎回会議に出席していただいて、進捗状況



を報告もらっているため、今年度は懇談会の開催を見合わせると役員会で判断

したところである。 

  【公募 北島委員】 

  〇まちづくり会議とまちづくり懇談会の違いを教えていただきたい。 

  【大野南地区自治会連合会 大木委員】 

  〇まちづくり懇談会は、１年に１回、地域課題をテーマに、まちづくり会議委員

と市長と関係部局の長が出席し、懇談する会である。大野南地区では、地域自

治会長も参加している。 

   この社会情勢では、この会場に多くの人を呼ぶのは、難しいと考えている。 

 

 ≪結果≫ 

   開催しないことで、承認された。 

 

（６） 各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

【学校法人相模女子大学 速水委員】 

・相模大野駅構内のホームに８枚の「相模大野」という看板の下に副駅名

として「相模女子大学最寄り駅」と表示されることになった。６月８日

の夜に工事が終わり現在表示されている。 

・１１月３日、１１月４日に相生祭を通常開催予定しているが、コロナの 

状況によっては、入場制限をする可能性があるが、感染状況が落ち着い

ていれば、一般客が参加できるよう検討している。 

例年実施しているパレードも開催したいと思っており、現在、相模原南

警察署と協議中である。 

【女子大通り商工振興会 河内委員】 

・令和４年３月に第３回相模大野カレーフェスティバルを開催した、今年

度は、第４回を１１月中旬に予定している。 

   【相模大野銀座商店街振興組合 塚本委員】 

     ・相模大野もんじぇ祭りは、神奈川県の感染防止対策を実施することは難

しいことから、今年度は中止となった。 

   【相模大野北口商店会 金山委員】 

     ・さがみおおのハロウィンフェスティバルは、６月１６日にオンライン会

議で実施判断を行う。 

     ・開催となった場合でも、以前のような規模では開催できない。 

   【大野南地区自治会連合会 有泉委員】 

     ・大野南ふるさとまつりは、神奈川県の感染防止対策を実施することは難

しいため、中止となった。 



   【相模大野南新町商店街振興組合 岩井委員】 

     ・７月３１日～８月２０日に、七夕飾りを実施する。 

     ・令和４年３月に鶴の恩返しを実施したが、飲食など制限が厳しいことか

ら、お神輿の展示などでイベントを実施した。 

   【大野南地区社会福祉協議会 中島委員】 

     ・福祉映画祭を７月末に実施予定。 

     ・福祉のつどいを１１月に実施予定。 

 

（７） その他 

都市整備課より相模大野駅周辺まちづくりの現状等について説明を行った。 

【伊勢丹相模原店の跡地（（仮称）相模大野４丁目計画）について】 

 ・環境アセスメントや開発条例に基づく説明会を、事業者である野村不動産㈱

が、これまで地域に行ってきた。 

 ・環境アセスメントの手続きは現在終了し、令和４年３月に建築確認が終わり、

工事着手し始めた。現在、低層棟の仕上げについての品質管理に係る協議の

ため、工事は一時中断している。 

 ・タワー棟と低層棟との間の公共歩廊を設けることついては、工事期間中も地

域に開放したいと野村不動産㈱からの意向があるが、現在工事が一時中断し

ているため、開放時期については未定である。 

 ・工事用の仮囲いについては、子どもたちの絵を貼りたいという地域から希望

があり、野村不動産㈱が快諾したことから、南区役所を中心に調整を行って

ているところである。 

 ・竣工は令和７年の春の予定で、マンション販売はこれからであると聞いてい

る。 

 

【相模大野駅周辺のまちづくりにかかる市の取り組みについて】 

 ・相模大野駅周辺まちづくり推進会議を５月２６日開催し、まちづくりに関係

する部署のやるべきことを確認し、進行管理を行っている。 

 ・現在、相模大野中央公園に対し、野村不動産㈱から魅力向上を図ることを目

的に、カフェのような飲食店を設置できないかと相談を受けたため、検討を

行っているところ。 

 

【相模大野駅周辺まちづくりワークショップについて】 

 ・２８名のメンバーで構成され、まちづくり会議のメンバーにも参加していた

だいている。 

 ・ワークショップでは、市民自らが魅力向上策を何かできることはないかと考



え、全５回開催予定で、現在３回まで終わったところである。 

・第１回は、相模大野のアイデンティを考えるということで、いいところを１

００個探そうと議論し、２００個を超えるいいところの意見が出てきた。 

・第２回は、相模大野のまちの駅、ボーノ、旧伊勢丹相模原店の３つの核につ

いて、気持ちの上がることと下がることを検討し、その隙間のどこかで何か

できることはないか探すことを議論した。 

・第３回は、２回目の意見からテーマを５つに分け、テーマに沿ったフィール

ドワークを行った。 

 ・今後、第４回、第５回では、参加者それぞれが、やりたいことを見つけ、実

現するために、どのように行動を起こせば良いかを検討する予定。 

 ・今後、検討が進み次第、まちづくり会議に報告を行う予定である。 

 

【季節の橋の階段設置工事について】 

   ・令和３年度に予算を確保し工事を発注したが、３回ほど入札を行うも、落札

する業者はいなかった。そのため、業者にアンケートを取り、令和４年度に

再度、入札を実施する予定。 

 

《主な意見・質疑等》 

 【公募 北島委員】 

   ・相模大野立体駐車場については、今後どうなるのか。 

   →まちづくり会議からも、稼働率が低く有効活用をすべきと意見をいただい

ている。それを受けて何ができるかを整理しているところ。 

    都市計画で定められた駐車場で、相模大野駅周辺が駐車場整備地区に指定

しているため、来街者のために必要な台数が定められている。法の縛りが

あり、現在活用ができない状態である。そこから見直すため、駐車場の管

理者が、経営ビジョンと整備計画の再考の作業に入ったところ。 

    将来的に目指すところは、都市計画駐車場の縛りを外し、月極の駐車場と

して貸し出すことや、空いているスペースを有効的な活用ができないか検

討したい、現状では、駐車場以外の活用ができない状態である。 

  【大野南公民館 中村委員】 

  ・ワークショップを設置した位置付けはなにか。 

   →ワークショップは市が実施したものである。 

地域の方々の自由な意見を広く聞くための目的と、今後予定している第２

ステップでは、自らが実験に参加することや汗をかきながらまちづくりを

行う担い手の方たちと関係性を深めるための目的がある。 

    参加者の中には、野村不動産㈱や小田急電鉄㈱や大型商業施設からも参加



していただいている。 

【大野南地区社会福祉協議会 中島委員】 

  ・ワークショップの検討経過の内容をまちづくり会議にも共有していただきた

い。 

   →次回の全体会で、これまでのワークショップ検討経過を報告する。 

  【大野南地区民生委員児童委員協議会 青木委員】 

  ・これからを担う若い人たちの意見を聞くのは良いことである。 

 
 

以 上 

 



大野南地区まちづくり会議委員出欠席名簿 

 

   （出席者２２名  欠席者３名） 

番号 団 体 名 団体での役職 氏 名 出欠席 

１ 大野南地区自治会連合会 会 長 大木 恵 出席 

２ 大野南地区自治会連合会 副会長 金澤 秀信 出席 

３ 大野南地区自治会連合会 副会長 瀨戸 量平 出席 

４ 大野南地区自治会連合会 監 査 浅岡 信夫 出席 

５ 大野南地区自治会連合会 前会長 有泉 健一 出席 

６ 大野南地区社会福祉協議会 会 長 中島 千尋 出席 

７ 大野南地区民生委員児童委員協議会 会 長 青木 智野 出席 

８ 女子大通り商工振興会 会 長 河内 文雄 出席 

９ 相模大野北口商店会 会 長 金山 幸平 出席 

10 相模大野銀座商店街振興組合 理事長 塚本 敏 出席 

11 相模大野南新町商店街振興組合 理事長 岩井 大輔 出席 

12 bono 会 会 長 三澤 崇典 欠席 

13 医療法人社団仁恵会黒河内病院 理 事 後藤 一郎 出席 

14 相模原市立鶴の台小学校ＰＴＡ 会 長 山﨑 みどり 出席 

15 相模原市立鹿島台小学校ＰＴＡ 会 長 金子 健一 出席 

16 相模原市立新町中学校ＰＴＡ 会 長 宮坂 秀貴 欠席 

17 学校法人相模女子大学 常務理事 速水 俊裕 出席 

18 大野南地区老人クラブ連合会 会 長 畠山 秀美 欠席 

19 相模原市立大野南公民館 館 長 中村 洋子 出席 

20 相模原市立上鶴間公民館  館 長 稲毛 昜子 出席 

21 大野南地域包括支援センター センター長 田中 宣行 出席 

22 上鶴間地域包括支援センター センター長 古荘 祥子 出席 

23 経験有識者  新村 玲子 出席 

24 公募  北島 正一 出席 

25 公募  藤田 健太郎 出席 

 

 



大野南地区まちづくり会議 第１回全体会 次第 
 

 
日 時 令和４年６月９日（木） 

午後２時から 
                     場 所 南区合同庁舎３階 講堂 
 
 
１ 開 会 
 
２ 会長あいさつ 
 
３ 自己紹介 

 
３ 議 題 
 （１） 令和４年度の大野南地区まちづくり会議について 

   ア 大野南地区まちづくり会議について……………………………………資料１ 

   イ 令和３年度 大野南地区まちづくり会議 活動報告について…………資料２ 

ウ 令和４年度地域活性化事業交付金について……………………………資料３ 

   エ 大野南地区地域ケア会議地域づくり部会の活動報告について………別 紙 

（２） 役員の改選について………………………………………………………資料４ 

（３） 相模原市南区区民会議委員の推薦について……………………………資料５ 

 （４） 令和４年度まちづくり会議の開催日程について………………………資料６ 

 （５） 大野南地区まちづくりを考える懇談会実施の要否について 

 （６） 各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

 （７） その他 

今後のまちづくり会議の開催予定 

    〇第２回全体会：令和４年８月８日（月） 午後２時  

南区合同庁舎３階 講堂 

 



大野南地区まちづくり会議委員名簿 

                         （令和４年 ６月 ９日現在：敬称略） 

No 団体名 団体での役職 氏名 役職 

１ 大野南地区自治会連合会 会 長 大木 恵  

２ 大野南地区自治会連合会 副会長 金澤 秀信  

３ 大野南地区自治会連合会 副会長 瀨戸 量平  

４ 大野南地区自治会連合会 監 査 浅岡 信夫  

５ 大野南地区自治会連合会 前会長 有泉 健一  

６ 大野南地区社会福祉協議会 会 長 中島 千尋  

７ 大野南地区民生委員児童委員協議会 会 長 青木 智野  

８ 女子大通り商工振興会 会 長 河内 文雄  

９ 相模大野北口商店会 会 長 金山 幸平  

10 相模大野銀座商店街振興組合 理事長 塚本 敏  

11 相模大野南新町商店街振興組合 理事長 岩井 大輔  

12 bono 会 会 長 三澤 崇典  

13 医療法人社団仁恵会黒河内病院 理 事 後藤 一郎  

14 相模原市立鶴の台小学校ＰＴＡ 会 長 山﨑 みどり  

15 相模原市立鹿島台小学校ＰＴＡ 会 長 金子 健一  

16 相模原市立新町中学校ＰＴＡ 会 長 宮坂 秀貴  

17 学校法人相模女子大学 常務理事 速水 俊裕  

18 大野南地区老人クラブ連合会 会 長 畠山 秀美  

19 相模原市立大野南公民館 館 長 中村 洋子  

20 相模原市立上鶴間公民館  館 長 稲毛 昜子  

21 大野南地域包括支援センター センター長 田中 宣行  

22 上鶴間地域包括支援センター センター長 古荘 祥子  

23 経験有識者 
 

新村 玲子  

24 公募 
 

北島 正一  

25 公募 
 

藤田 健太郎  

 



 

 

大野南地区まちづくり会議について 

 

 

１ まちづくり会議とは 

  地域において公共的な活動をしている団体等が、大野南地区の「地域力」を高

めるため、地域資源の発見、課題解決、魅力づくり、行政に対する要望のとりま

とめなどについて話し合い、自主的・自立的なコミュニティ形成に資する活動を

構成団体等が協働して行うための会議体です。 

 

２ 主な役割 

（１）地域活動団体間の情報交換、情報共有 

（２）地域活動団体間の事業実施や課題の総合調整 

（３）行政施策や行政依頼業務に関する意見や要望のとりまとめ 

（４）構成団体等の協働による地域課題解決に資する事業実施の調整 など 

 

３ 設立年月日 

  平成２２年４月２０日 

 

４ 令和３年度  構成団体・委員数（１７団体・経験有識者・公募） 

団体名 委員数 団体名 委員数 

１ 大野南地区自治会連合会 ５ 11 大野南地区内中学校ＰＴＡ １ 

２ 大野南地区社会福祉協議会 １ 12 学校法人相模女子大学 １ 

３ 
大野南地区民生委員 
児童委員協議会 

１ 13 大野南地区老人クラブ連合会 １ 

４ 女子大通り商工振興会 １ 14 相模原市立大野南公民館 １ 

５ 相模大野北口商店会 １ 15 相模原市立上鶴間公民館 １ 

６ 
相模大野銀座商店街 
振興組合 

１ 16 大野南地域包括支援センター １ 

７ 
相模大野南新町商店街 
振興組合 

１ 17 上鶴間地域包括支援センター １ 

８ ボーノ会 １ 18 経験有識者 １ 

９ 地域医療機関 １ 19 公募 ２ 

10 大野南地区内小学校ＰＴＡ ２ 合  計 ２５ 
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５ 令和３年度の取り組み（主なもの） 

（１）大野南地区まちづくり会議（全４回 うち２回は書面開催） 

   令和３年度は当初全８回の全体会を予定していましたが、新型コロナウイル 

ス感染症拡大防止のため、その多くを中止しました。 

 

  〇相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて 

   令和元年９月３０日に伊勢丹相模原店が閉店したことによる相模大野駅周辺 

の今後のまちづくりのあり方について、引き続き関係機関等と協議しています。 

 また、令和４年３月２日には、相模原南警察署に要望していた相模大野交差

点の信号機の歩車分離化が行われ、歩行者の安全対策が実現しました。 

 

（２）大野南地区まちづくりを考える懇談会 

   コロナ渦における業務継続計画の実施により、本懇談会は中止となりました。 

 

（３）フィールドワーク 

相模大野駅周辺の現状を確認し、まちに必要な機能や賑わいを検討し、より

具体的かつ実現可能な提案を行うために必要な情報収集として、令和３年１２月

１６日に現地視察を行ないました。 

 

 

以 上 



 

   大野南地区まちづくり会議会則 

 

(名称) 

第１条 本会議は、名称を大野南地区まちづくり会議(以下「まちづくり会議」とい

う。)という。 

(目的) 

第２条 まちづくり会議は、大野南地区のまちづくりについて地域活動団体が自主

的に話合い、地域課題の解決に向けた活動を協働して進めることを目的とする。 

(役割) 

第３条 まちづくり会議は、以下の役割をもつ。 

（１）地域活動団体間の情報交換、情報共有 

（２）地域活動団体間の事業実施や課題の総合調整 

（３）相模原市地域活性化事業交付金等の行政施策や行政依頼業務に関する意見や

要望のとりまとめ 

（４）地区内の住民の意向把握や活動への新たな参加者増加の対策検討 

（５）構成団体等の協働による地域課題解決に資する事業実施の調整 

（６）区民会議と協働したまちづくりの推進 

（７）その他会議の目的達成に必要と認められる事項 

(構成員) 

第４条 まちづくり会議委員(以下「委員」という。)は、別表に掲げる団体から推

薦された者及び公募による大野南地区内の住民で構成する。 

２ 委員の任期は４月１日から翌年３月３１日までの１年とする。ただし、公募に

よる委員の任期は、委員を委嘱した日から翌々年３月３１日までとする。 

(役員) 

第５条 まちづくり会議に次の役員を置く。 

（１）会長  １名 

（２）副会長 ４名 

(役員の職務) 

第６条 会長は、まちづくり会議の会務を総括し、まちづくり会議を代表する。 

２ 会長は、全体会の議長を務める。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、会

長の職務を代理する。 

参考 



 

(役員の選出) 

第７条 役員は、全体会において委員の互選により選出する。 

(役員の任期) 

第８条 役員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

(会議) 

第９条 まちづくり会議に次の会議を置く。 

（１）全体会 

（２）役員会 

（３）専門部会 

(全体会) 

第１０条 全体会は、全委員をもって構成する。ただし、会長が必要と認めた場合

は、委員以外の者に出席を求めることができる。 

２ 全体会は、第３条の役割及び次の事項を処理する。 

（１）まちづくり会議会則を設け、又は改廃すること。 

（２）役員を承認すること。 

（３）区民会議への委員の推薦に関すること。 

（４）その他会長が必要と認める事項に関すること。 

３ 全体会は、会長が必要と認めたとき、又は委員の過半数の請求があったときに、

会長が招集する。 

４ 全体会は、委員の定数の半数以上の委員の出席がなければ、会議を開くことが

できない。 

５ 会長が全体会の表決が必要と認めた事項は、出席委員の過半数でこれを決し、

可否同数のときは会長の決するところによる。 

(役員会) 

第１１条 役員会は、次の事項を処理する。 

（１）全体会の運営に関すること。 

（２）全体会から役員会に委任された事項に関すること。 

(専門部会) 

第１２条 全体会が必要と認めたときは、専門部会を設置することができる。 

２ 専門部会を構成する部会員は、役員会で定める。 

(会議の公開) 

第１３条 全体会は、原則公開するものとし、傍聴について必要な事項は、役員会

で定める。 



 

２ 全体会の記録については、要点を記述した会議録を作成し、公開する。 

(事務局) 

第１４条 まちづくり会議の事務局は、相模原市南区役所大野南まちづくりセンタ

ーに置く。 

(委任) 

第１５条 本会則に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

この会則は、平成２２年４月２０日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成２４年４月１９日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成２５年６月５日から施行する。 

附 則 

この会則は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

別表（第４条関係） 

団   体   名 委員数 

大野南地区自治会連合会 ５ 

大野南地区社会福祉協議会 １ 

大野南地区民生委員児童委員協議会 １ 

女子大通り商工振興会 １ 

相模大野北口商店会 １ 

相模大野銀座商店街 １ 

相模大野南新町商店街 １ 

ボーノ会 １ 

大野南地区内小学校ＰＴＡ ２ 

大野南地区内中学校ＰＴＡ １ 

学校法人相模女子大学 １ 

大野南地区老人クラブ連合会 １ 

相模原市立大野南公民館 １ 

相模原市立上鶴間公民館 １ 

地域医療機関 １ 

大野南地域包括支援センター １ 

上鶴間地域包括支援センター １ 

経験有識者 １ 

公募 ２ 

 



1 
 

令和３年度 大野南地区まちづくり会議 活動報告について 

 

１ 役員会・全体会 

  令和３年度は、役員会及び全体会を各８回開催予定でしたが、緊急事態宣言が長期

間発令されていたため、感染症感染拡大防止の観点から、その多くを中止しました。 

 

 

月 日 種 別 主 な 議 題 

4 

15 役員会① 
（１）第１回全体会（４月２３日）の開催について 

（２）第１回全体会の議題について 

23 
全体会① 

（書面開催） 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

（１） 令和２年度の大野南地区まちづくり会議について 

  ア 活動報告について 

  イ 地域活性化事業交付金について 

  ウ 地域ケア会議地域づくり部会の活動報告について 

（２） 令和３年度まちづくり会議委員の構成について 

（３） 令和３年度まちづくり会議の開催日程について 

（４） 各団体からのイベント等の情報交換について 

5 25 役員会② 第２回全体会（６月３日）の開催について 

6 

3 全体会② 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

22 役員会③ 
（１）第３回全体会（７月１日）の開催について 

（２）第３回全体会の議題について 

7 1 全体会③ 

（１）大野南地区まちづくり会議について 

（２）自己紹介 

（３）役員の改選について 

（４）地域活性化事業交付金について 

（５）まちづくり会議の開催日程について 

（６）大野南地区まちづくりを考える懇談会の開催中止に

ついて 

（７）これまでの「相模大野駅周辺の今後のまちづくりに

ついて」の検討経過について 

（８）（仮称）相模大野４丁目計画に係る環境影響評価準備

書の説明会について 

（９）各団体からの地域事業やイベント等の情報交換につ

いて 
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月 日 種 別 主 な 議 題 

7 

19 役員会④ 

（１）第４回全体会（７月２９日）の開催について 

（２）第４回全体会の議題について 

（３）相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて 

（４）令和３年度地区まちづくりを考える懇談会の中止に 

ついて 

29 全体会④ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

8 24 役員会⑤ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

9 

2 全体会⑤ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

24 役員会⑥ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

30 全体会⑥ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

12 

7 役員会⑦ 

（１）県道５１号町田厚木線「谷口歩道橋」について 

（２）市道磯部大野「自転車通行環境整備工事」について 

（３）相模大野の状況について 

（４）第７回全体会（１２月１６日）の開催について 

（５）第７回全体会の議題について 

16 全体会⑦ 相模大野駅周辺の「まち歩き」 

2 

14 役員会⑧ 

（１）第８回全体会（２月２４日）の開催について 

（２）幹線快速バスシステム導入推進事業の今後の方針に

ついて 

（３）相模大野の状況について 

（４）令和４年度の委員の推薦及び公募について 

（５）第８回全体会の議題について 

24 
全体会⑧ 

（書面開催） 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

（１）令和３年度の大野南地区まちづくり会議の活動報告

について 

（２）令和４年度まちづくり会議の開催日程について 

（３）幹線快速バスシステム導入推進事業の今後の方針に

ついて 

（４）相模大野駅周辺まちづくりの報告事項について 

（５）地区防災計画修正の進め方とスケジュールについて 
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２ まちづくりを考える懇談会 

  まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地域の特性や地域資

源を生かしたまちづくりを協働して考える場を設け、住みよいまちづくりを推進する

ための懇談の場として開催するものです。  

令和３年度については、相模原市が新型コロナウイルス感染症対策に係る業務のワ

クチン接種業務に人的資源を集中することから、業務継続計画に基づく、更なる業務

の縮小又は休止・中止に取り組むため中止となりました。 

 

 

３ これまでの要望等の活動について（平成３０年度以降） 

〇平成３０年 ６月２６日 

  相模原市長へ要望 

  【件名】谷口歩道橋の撤去に係る要望について 

  【場所】南保健福祉センター入口交差点 

 

〇平成３１年 ３月２２日 

  株式会社三越伊勢丹ホールディングス代表取締役社長へ要望 

  【件名】伊勢丹相模原店の営業終了等に伴う対応について（要望） 

 

〇令和 元年１２月２７日  

相模原市長へ要望 

【件名】相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて 

～大野南地区まちづくり会議における協議の中間報告～ 

 

〇令和 ２年 ５月２５日  

相模原市長へ要望 

  【件名】相模大野駅周辺の今後のまちづくりについて 

～大野南地区まちづくり会議における協議の令和元年度最終報告～ 

 

〇令和 ３年 ２月１５日 

  相模原南警察署長へ要望 

  【件名】信号機の歩車分離化に関する要望について 

  【場所】相模大野交差点 

 

以 上 



 

 

 

 

令和４年度 地域活性化事業交付金について 

 

 

（１）趣旨 

  地域活性化事業交付金とは、より多くの市民の参加と協働による地域の活性化

を目指し、市民による自主的な事業に対して交付される交付金です。 
 
（２）対象事業 

  地区の活性化に資すると認められる次の事業に対し交付します。 
  ①地域の防災･防犯に関する事業 

  ②地域の保健･健康づくりの増進に関する事業 

  ③地域福祉の増進に関する事業 

  ④産業や観光の振興に関する事業 

  ⑤環境の保護･保全に関する事業 

  ⑥青少年の健全育成に関する事業 

  ⑦地域の文化･伝統の振興に関する事業 

  ⑧生涯学習に関する事業 

  ⑨地域及び地域活動の情報発信及び広報に関する事業 

  ⑩区が推進する重点事業 

  ⑪その他地域のコミュニティづくりを目的とし、区長が特に認める事業 
 
  地区の課題の解決に資すると認められる次の視点を持つ事業については、優先

的に交付します。 
  ①自治会への加入促進 
  ②地域における公共的な活動の担い手育成 
  ③公共的な活動への参加者増加 
  ④地域の公共的な活動団体間の連携強化 
  ⑤まちづくり会議が提示した地域課題の解決 
 
  次の事業については、交付対象となりません。 

①政治活動、宗教活動又は営利活動を目的とする事業 
②交付申請を行う年度において、市が実施する他の補助制度等の対象となる事業 
③政策提案又は講座等の開催を主たる目的とする事業 
④調査、研究を主たる目的とする事業。 
ただし、地域の活性化に資する事業に繋がる計画があるものを除く。 

⑤第三者への事業促進を求める事業 
⑥前各号に掲げるもののほか、区長が適当でないと認める事業 
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（３）申請者の要件 

  交付金の申請者は、原則として交付金の趣旨に合致する事業を行う５人以上の

構成員で組織される団体とします。 
 
（４）事業の実施期間 

  事業実施期間は、令和４年４月１日から翌年３月末です。 
また、同一の事業に継続して交付する場合については、３年を限度とします。 

（毎年度の申請・審査が必要です。） 
 

（５）交付対象経費 

  交付金は、次の経費を交付対象とし、交付率は１０分の１０以内です。 
  ①事業に要する消耗品費、郵便代等の通信費、印刷製本費等 

  ②事業を行う上で必要な食糧費（交付対象者の構成員に対するものを除く。)、

備品購入費※、施設使用料、備品借上料等 

  ③事業を行う上で必要な施設等の光熱水費等 

  ④事業を行う上で必要な委託費等 

  ⑤イベント等の開催時に掛ける保険料、警備費等 

  ⑥講演会等の講師に対する報償費 

  ⑦研修会の旅費等、研修に要する経費（交付対象者の構成員個人の資質向上に

対するものを除く。） 

  ⑧その他事業遂行に必要な経費であって区長が必要と認めるもの 

   ※ 備品（物品等で１件１万円以上の財産）にかかる経費の交付率は、対象経

費の３分の２以内となります（備品台帳の作成が必要。）。 

 
（６）審査・交付決定 

  事業内容等について地区まちづくり会議の意見を聞き、区が審査を行い、予算

の範囲内で交付対象事業及び交付額を決定します。 
 

以 上 



役員の改選について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和４年度大野南地区まちづくり会議役員名簿 

役 職 氏 名 団体名・役職 選出区分 

会 長 大木 恵 大野南地区自治会連合会 会長 自治会 

副会長   自治会 

副会長   保健・福祉・医療 

副会長   教育・文化 

副会長 河内 文雄 女子大通り商工振興会 会長 産業・経済 

 

【参考】令和３年度大野南地区まちづくり会議役員名簿 

役 職 氏 名 団体名・役職 選出区分 

会 長 大木 恵 大野南地区自治会連合会 会長 自治会 

副会長 有泉 健一 大野南地区自治会連合会 前会長 自治会 

副会長 中島 千尋 大野南地区社会福祉協議会 会長 保健・福祉・医療 

副会長 速水 俊裕 学校法人相模女子大学 理事 教育・文化 

副会長 金山 幸平 相模大野北口商店会 会長 産業・経済 

 

資料４ 
=大野南地区まちづくり会議会則= 
第５条 まちづくり会議に次の役員を置く。 
（１）会長  １名 
（２）副会長 ４名 

大野南地区まちづくり会議申し合わせ事項 

◎会長は大野南地区自治会連合会長が当たる。 
◎副会長は委員選出団体を①自治会、②保健・福祉・医療、③教育・文化、 
④産業・経済の４つの分野に分け、各分野から１名選出する。 

分野 構成団体 委員数 
①自治会 大野南地区自治会連合会 ５ 

②保健・福祉・医療 

大野南地区社会福祉協議会 
大野南地区民生委員児童委員協議会 
大野南地区老人クラブ連合会 
医療法人社団仁恵会黒河内病院 
大野南地域包括支援センター 
上鶴間地域包括支援センター 

６ 

③教育・文化 

相模原市立鶴の台小学校ＰＴＡ 
相模原市立鹿島台小学校ＰＴＡ 
相模原市立新町中学校ＰＴＡ 
学校法人相模女子大学 
相模原市立大野南公民館 
相模原市立上鶴間公民館 

６ 

④産業・経済 

女子大通り商工振興会 
相模大野北口商店会 
相模大野銀座商店街振興組合 
相模大野南新町商店街振興組合 
bono 会 

５ 

 



 

資料５ 



 

 

令和４年度 大野南地区まちづくり会議 役員会・全体会【開催日程】 

 

（令和４年 ２月２４日時点） 

回数 

役員会 

（午前１０時から） 

全体会 

（午後２時から） 

日 程 会  場 日 程 会  場 

１ ５月３１日（火） 
南区合同庁舎 

３階 講堂 
６月９日（木） 

南区合同庁舎 

３階 講堂 

２ ８月２日（火） 
南区合同庁舎 

３階 講堂 
８月８日（月） 

南区合同庁舎 

３階 講堂 

３ ９月８日（木） 
南区合同庁舎 

３階 講堂 
９月１６日（金） 

南区合同庁舎 

３階 講堂 

４ １０月１３日（木） 
南区合同庁舎 

３階 講堂 
１０月２５日（火） 

南区合同庁舎 

３階 講堂 

５ １２月８日（木） 
南区合同庁舎 

３階 講堂 
１２月２０日（火） 

南区合同庁舎 

３階 講堂 

６ ２月１４日（火） 
南区合同庁舎 

３階 講堂 
２月２８日（火） 

南区合同庁舎 

３階 講堂 

 全６回 全６回 

※…役員会①は旧役員 

 

※ まちづくりを考える懇談会（開催未定） 

 

※ 地域づくり部会（大野南）…年２回～４回程度、全体会終了後に開催。 

※ 地域づくり部会（上鶴間）…年２回～４回程度、上鶴間公民館で開催。 

資料６ 



任期︓令和３年４月１日～令和６年 3月 31日／敬称略 

 

大野南地区地域ケア会議（地域づくり部会）の取り組みについて 

〈上鶴間地域包括支援センター圏域〉 
 

１ 地域ケア会議について 
〇高齢者が地域で自立した日常生活を営むために必要な取り組みを検討する場。 
〇介護保険法の改正に伴い、相模原市では平成 28年度より地域ケア会議を①地域づくり部会と②個別事例
部会の 2種類に分けた。それぞれの会議目的を明確にしたうえで、双方向に作用しあいながら開催している。 
① 地域づくり部会・・・地域課題検討と資源開発、ネットワーク形成（大野南地区では、大野南まちづくり会
議の部会として 2 つの圏域ごとに地域づくり部会を作っている。） 

② 個別事例部会・・・個別事例検討（積み上げて地域課題をとらえていく） 
 

２ 上鶴間圏域の地域づくり部会について 
〇地域包括支援センターと CSW・CSW支援員（市社会福祉協議会）が共同運営する形で開催。 
〇必須団体の地区自治会連合会、地区社会福祉協議会、地区民生委員児童委員協議会、地区老人クラ
ブ連合会のほか、上鶴間圏域では公民館、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ、施設、有識者のメンバーも含めて年 4 回開催。 

〇「第８期相模原市高齢者保健福祉計画（令和３年度～令和５年度）」に沿って取り組む。 

 
 

 

３ 地域づくり部会委員 
（１）地域ケア会議地域づくり部会委員             （２）令和 3年度開催状況 

 

 

 

No 氏 名 所 属 

１ 浅岡 信夫 地区自治会自治会連合会 

２ 渋谷 靜 地区自治会自治会連合会 

３ 若林 輝雄 地区社会福祉協議会  

４ 青木 智野 地区民生委員児童委員協議会 

５ 阿部 吉男 地区老人クラブ連合会 
６ 稲毛 昜子 公民館    
７ 槇 礼子 福祉施設   
８ 益満 美奈恵 地区ボランティアグループ 
9 渋谷 典彦 有識者 

回  実施日 内 容 

第１回 7 月 27 日（火） 

・ぞうきんプロジェクト、地域お
助け隊、買い物支援の３つ
のプロジェクトについてグルー
プワーク 
・移動販売について、ぞうきん
プロジェクトの報告 

第 2回 ８月 19 日（木） 

（オンライン会議開催） 
・プロジェクトごとにグループワー
ク 
・グループワークの共有 

第３回 ９月 10 日（金） （オンライン会議開催） ・アンケート調査について 

第 4回 ９月 24 日（金） 
（オンライン会議開催） 
・アンケート調査について 
・ぞうきんプロジェクトの報告 

第 5回 1 月 25 日（火） 

（オンライン会議開催） 
・アンケート調査実施結果に
ついて 
・ぞうきんプロジェクトの進捗状
況と今後の展開について 

 3 月 
大野南地区との合同開催
（書面会議開催） 
・令和3年度の取り組み報告 

【第８期相模原市高齢者保健福祉計画中の取組の方向性】（上鶴間地域包括支援センター圏域） 
①世代間交流につなげる取り組み 
②地域の支え合いの仕組み 
③買い物支援 

まちづくり会議報告書資料 



４ 地域づくり部会の取り組み経緯 
〇令和３年度︓～ぞうきんプロジェクト、地域お助け隊、買い物支援について検討～ 
 ①ぞうきんプロジェクト 
【プロジェクトの概要】 
地域の方から手づくり雑巾の寄付を募集し、その雑巾を必要としている人や場所に届け活用していただく地域
の支え合いの取り組み。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【取組内容】 
・令和3年度は谷口自治会の一部で先行的に実施。試行的な段階であるため、雑巾やタオルの寄付の受付
のみ実施。雑巾74枚、タオル 20枚、バスタオル 12枚の寄付があった。回収BOXは、谷口自治会内に４
つ設置した。 
・高齢者施設（イリーゼ相模大野、ココファン相模大野）に寄付のタオルを雑巾にする作業や赤いタグをつける 
作業の協力依頼。（赤いタグは、ぞうきんプロジェクトの雑巾だとわかるように付けている） 

 
 
 ②地域お助け隊・買い物支援 
 
 
 
 
   
  
 
 
 
 
＜アンケート内容＞（令和 3年 11 月中旬～12月 15 日で実施） 
生活の中での困りごとや買い物の困りごとについて 
＜アンケート対象者＞ 
・中和田・谷口・南新町自治会へ各戸配布。65 歳以下も対象とした。 
（中和田…約 2300 世帯、谷口…約 5730 世帯、南新町…約 950 世帯へ配布） 
・民生委員に協力いただき、地区社協事業の「ふれあい事業」の対象者へ配布 
（ふれあい事業の対象者…75歳以上の独居高齢者、60 歳以上の寝たきりの方、障がいのある方が対象） 
＜アンケート集計作業＞ 
各自治会と連携し、アンケート集計作業を実施。 
・令和3年12月19日（日） …中和田自治会（中和田・南新町自治会、民生委員、部会委員参加） 
・令和 3年 12 月 23 日（水） …谷口自治会（谷口・中和田自治会、部会委員参加） 
・令和 4年 1月 16 日（日）  …南新町自治会（南新町自治会、民生委員、部会委員参加） 

電球交換やごみ出し支援などのちょこっとしたボランティ
アの仕組みができないか、若い方とも連携して高齢者
の手助けができないか。 

坂の多い地域であるため、買い物への移動や荷物を運
んで帰るのが難しい方が多い。支援できることはないか。 

地域お助け隊発足の検討事項 買い物支援の検討 

⇒地域お助け隊と買い物支援は、どこにどのようなニーズがあるか調査することとなり、 
中和田・谷口・南新町自治会をモデル地区とし、アンケート調査を実施 

 



任期︓令和３年４月１日～令和６年 3月 31日／敬称略 

 
 

大野南地区地域ケア会議（地域づくり部会）の取り組みについて 
〈大野南地域包括支援センター圏域〉 

 
１ 地域ケア会議について 
〇高齢者が地域で自立した日常生活を営むために必要な取り組みやしくみについて検討する会議。 
〇介護保険法の改正に伴い、相模原市では平成２８年度より地域ケア会議を①地域づくり部会と②個別事
例部会の２種類に分けた。それぞれの会議目的を明確にしたうえで、双方向に作用しあいながら開催している。 
① 地域づくり部会・・・地域課題検討と資源開発、ネットワーク形成（大野南地区では、大野南まちづくり会
議の部会として 2 つの圏域ごとに地域づくり部会を作っている。） 

② 個別事例部会…個別事例検討（積み上げて地域課題をとらえていく）、多職種連携 
 

２ 大野南地区の地域づくり部会について 
〇地域包括支援センターと CSW・CSW支援員（市社会福祉協議会）が共同運営する形で開催。 
〇必須団体の地区自治会連合会、地区社会福祉協議会、地区民生委員児童委員協議会、地区老人クラ
ブ連合会のほか、大野南圏域では公民館、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ、医療機関・福祉施設のメンバーも含めて年４
回開催。なお、部会の位置づけは、大野南地区まちづくり会議の専門部会として実施。 

〇「第８期相模原市高齢者保健福祉計画（令和３年度～令和５年度）」に沿って取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 

３ 地域づくり部会委員 
（１）地域ケア会議地域づくり部会委員             （２）令和 3年度開催状況 

 

 

 

No 氏 名 所 属 

１ 大木 恵 地区自治会自治会連合会 

２ 有泉 健一 地区自治会自治会連合会 

３ 中島 千尋 地区社会福祉協議会  

４ 小澤 清志 地区民生委員児童委員協議会 

５ 畠山 秀美 地区老人クラブ連合会 

６ 中村 洋子 公民館    

７ 後藤 一郎 医療機関・福祉施設   

８ 阿部 義宏 地区ボランティアグループ 

回  
実施
日 

内 容 

第１回 7 月 （書面会議開催） 令和 3年度の取組について 

 
10～
11 月 

小地域ごとの話し合い 

第２回 
１２
月 

（書面会議開催） 
小地域ごとの話し合い結果、今後の
地域づくり部会の方向性について 

 3 月 
上鶴間地区との合同部会 
（書面会議開催） 
・令和 3年度の取り組み報告 

【第８期相模原市高齢者保健福祉計画中の取組の方向性】（大野南地域包括支援センター圏域） 
 高齢者に必要な情報提供が行えるよう情報を整理し、地域で支え合う連携の仕組みづくりに向けて
の取組および地域で活動している団体や民間事業者との関係形成に取り組みます 

まちづくり会議報告書資料 



小地域の話し合い（相模大野５・６丁目） 小地域の話し合い（文京） 

 
 

４ 地域づくり部会の取組経緯 
〇令和３年度︓～小地域でのニーズ把握～ 
小地域の話し合いを実施 
大野南圏域は広く、住居形態の違いや自治組織の有無などにより住民の困りごとも違うため、更に小さい
区域で集まり、地域の特徴や強み、困りごとなどを共有した。 
 
【取組内容】 
民生委員及びケアマネジャーとの話し合いを 4日間で 7地区を実施。地域の強みや特徴、困り感が抽出で
きた。 
 
・１０月４日（月） …①相模大野 1丁目・文京 1・２丁目地区 

②相模大野５・６丁目地区 
・１０月６日（水） …③相模大野３・４丁目・文京 2丁目地区＜集合住宅＞ 
               ④相模大野６丁目地区＜集合住宅＞ 
・１０月２５日（月）…⑤御園地区 
・１１月４日（木） …⑥栄町・豊町地区 
                ⑦旭町地区 
＜実施内容＞ 
・グループワーク 
 ①私たちのまちのいいところ   ②身近な地域で困っていること 
 ③こんなまちであったらいいな  ④私たちにできること 
上記４つについて意見交換 
 
・民生委員とケアマネジャーとの情報交換 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


